
連番

　岩崎　恭典 1 地域自治組織の形成方策

　岩崎　祐子 2 地域金融機関のビジネスモデルに関する研究

  岡　良浩 3 地域を拓く未来企業に関する研究

  奥原　貴士 4
①組織再編成功企業の財務特性－のれんと財務特性に着目した実証分析－
②IFRS採用日本企業における開発資産の資産性に関する実証研究

　加納　光 5 アジア文化交流史ー「李𠑊と三上義夫の書簡」についての一研究ー

　鬼頭　浩文 6 災害支援体制の持続と、地域防災に中高大生が貢献する仕組みの地域社会への実装

　小泉　大亮 7 高齢者を対象とした運動器評価に関する研究

  小林 慶太郎 8
①地方自治体におけるセクシュアルマイノリティ政策の導入と展開
②基礎的自治体におけるミニ・パブリックス導入の課題と可能性

　杉谷　克芳 9 1950年代後半における、初期スーパーの成立過程

　高田　晴美 10 岡本かの子の多摩川、そしてフィレンツェ

  鶴田　利恵 11 新たなリスクのもとでの国際貿易

　富田　与 12 ①米州の麻薬対策モデルの変化と国連の麻薬対策　②戦後日本における表現の自由と戦争画

　永井　博 13 「戦陣訓」の「本訓Ⅱ‐８名を惜しむ」について

　中西　紀夫 14 ISO14001の動向

  H・フェハーリ 15 場所の比較思想

  本部　賢一 16 オンデマンド型講義における教育支援システムMoodleの活用方法に関する研究

　松井　真理子 17
①食品ロス削減に向けたコレクティブ・インパクトの研究
②持続可能な生活困窮者支援制度を目指す、分野横断的な支援のあり方の研究
③持続可能な社会的企業に関する実践的研究

　三田　泰雅 18 脱産業化時代の産業都市におけるジェンダー構造と親族関係

  Gordon Rees 19 Performance-assisted learning (PAL) and assessment of  PAL activities

　若山　裕晃 20 アメリカ野球におけるマイナー選手に対するメンタルトレーニング指導の実態調査
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　井岡　幹博 21 スマホによる環境調査の可能性検証

  池田  幹男 22 音響インパルス応答測定のための信号系列の設計に関する研究

　大八木　麻希 23 北勢地域に分布する農業用水路マンボの水質特性の解明

　片山　清和 24 ①AIを用いた食品売り上げ量予測　②AIを用いた摘果時期判定手法の開発　

  木村　眞知子 25 世界の名画に描かれている部屋を再現＆ＶＲ体験

  黒田　淳哉 26 四日市市近郊の光害調査研究

  関根　辰夫 27
①音響エフェクターのハードウェア版とソフトウェア版の比較研究
②ファイルメーカーによる学生や教職員の大学生活向上のためのカスタムソリューションの開発

  田中　伊知郎 28 人類に至る行動の進化

　千葉　賢 29
①伊勢湾の貧酸素水塊発生現象の解明　②伊勢湾の海洋ゴミの研究
③里山環境の研究　④英虞湾の水質予報の研究

　廣住　豊一 30

①竹林間伐材由来の資材を連用した農耕地における土壌物理化学性の経年変化（継続）
②窒素肥料の施与頻度がトルコギキョウ花柄の挫折強度に与える影響
③温泉水を用いた養液土耕袋培地栽培システムによるトマト果実高糖度化の効果検証
④安価なシングルボードコンピュータを用いた水耕栽培システムの開発

　Eric Bray 31 Using Proverbs 諺  to Teach about Language 言葉 , Culture文化 and Human Nature人間性

　前川　督雄 32 ①情報環境構造解析法の開発研究　②人工生態系の進化シミュレーション　

　牧田  直子 33 池沼および海洋に棲息するプランクトンの調査研究

　武藤　和成 34 ①学習指導要領と異文化理解教育の研究　②大学入試英文法問題の研究

　吉山　青翔 35 エレン・H・リチャーズの環境思想研究

経　　済 　李　修二 36 ①1920～30年代の国際経済会議と国際連盟　②両大戦間期の国際主義について
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